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第 1 回地域検討会（三重県）での指摘事項に対する対応（案） 

(1)全体計画について 
特になし 
 
(2)概況調査 
1 【指摘】三重県としては、本調査が発生源を探る単なる犯人探しではなく、海ゴミ問題そのもの

が伊勢湾流域全体の問題であると認識している。このような認識を三重県だけではな

く、愛知県、岐阜県も共有いただき伊勢湾流域で何らかの対策をとれるようにしていき

たい。現状では具体的な方策がない中、このような調査をきっかけに、流域全体で考え

ることができるきっかけとなることを願っている。桃取地域の方々は、長い間ゴミ問題

に直面している。その地元の方々の経験をしっかりと調査の中で捉えていただきたい。 
【対応】地元で所有する過去の資料については、調査結果の充実を図って参りたいと考えている

ので、是非ご提供いただきたい。 
 
 
(3) クリーンアップ調査及びフォローアップ調査（資料-4）について 
2 【指摘】漂着ゴミ分類リストに、カキの養殖の際に使用する 1センチぐらいの丸いプラスチック

製のゴミを追加していただきたい。 
【対応】三重では、区別して計測したい。 

 
 
(4)その他の調査 
3 【指摘】セントレアができる以前と以後では、神島に漂着するゴミの量が違っている。今回の調

査では、海流の流れに加えて風の向きも大きな意味を持っていると思われるので、この

あたりも検討いただきたい。 
【対応】「その他の調査」の「①漂着ゴミの発生源及び漂流経路に関わる調査」で、漂流経路の

調査を実施し、検討する予定。 

 
(5)全体を通じての質疑応答 
 
4 【指摘】クリーンアップ調査に参加され、労力を提供した人がどういう意味でこれをやっている

のかということが、わかってもらえるように努力していただきたい。 
【対応】調査の意義を共有化できるよう、漂着物の解析方法などを調査に参加された方々にご理

解いただけるよう努力いたします。 
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